
お　の 12
2025 No.966もっと大野が  好きになる



　
朝
、
台
所
で
ご
み
袋
を
手
に
取�

り
、
何
気
な
く
捨
て
た
そ
の
一
袋

の
中
に
は
、
昨
日
の
食
事
の
残
り

や
使
い
終
え
た
紙
く
ず
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
断
片
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

積
み
重
ね
が
１
年
で
９
２
６
６
㌧
。

市
民
一
人
一
人
の「
少
し
」が
集
ま

る
と
、
市
全
体
で
は
想
像
以
上
の

量
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
は
、
捨
て
た
後
も
多
く
の

人
の
手
を
経
て
、
処
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
早
朝
か
ら
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
回
る
収
集
業
者
の
皆
さ

ん
や
安
全
に
処
理
を
行
う
ビ
ュ
ー

ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
の
職
員
。
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
働
く
人
た
ち
の

努
力
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
清
潔
で
安
全
に
保
た
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
数
字
で
見
る

本
市
の
ご
み
の
実
態
に
加
え
、
現

場
で
働
く
人
た
ち
の
声
や
、
ご
み

の
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

　
ご
み
を
分
別
す
る
、
削
減
す

る
。
少
し
の
心
掛
け
が
、
次
の
世

代
に
き
れ
い
な
環
境
を
引
き
継
ぐ

行
動
に
な
り
ま
す
。
ご
み
と
向
き

合
う
こ
と
は
、
未
来
と
向
き
合
う

こ
と
。
今
一
度
、
ご
み
の
出
し
方

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
み
か
ら
見
え
る
、
私
た
ち
の
選
択

特集

問　環境・水循環課 （☎64・4828）

分
け
て
、

減
ら
し
て
、

未
来
を

守
る
。
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　　　【特集】分けて、減らして、未来を守る。

①
年
間
９
２
６
６
㌧

　
市
民
が
１
年
間
に
出
す
ご
み
の

量
は
、
合
わ
せ
て
９
２
６
６
㌧
。
1

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
年
間
約

３
１
０
㌔
㌘
、1
日
８
４
８
㌘
で
す
。

②
１
人
当
た
り

　
年
間
約
２
万
円

　
ご
み
を
集
め
、
運
び
、
処
理
す

る
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
年

間
６
億
３
４
８
７
万
円
、
市
民
1

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
年
間

２
万
１
２
０
７
円
で
す
。

　
分
別
を
徹
底
し
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
は
、
税
金
の
有
効
活
用
に

つ
な
が
り
ま
す
。

③
26
万
㍑
の
灯
油
を
使
用

　

ご
み
を
燃
や
す
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
。
可
燃
ご
み
１
㌧

を
燃
や
す
の
に
灯
油
32
・
２
㍑
。

年
間
で
は
約
26
万
㍑
、
給
油
タ
ン

ク
車
約
１
3
０
台
分
も
の
灯
油
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
減
ら
し
、
燃
や
す
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
燃
料

費
や
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④「
ひ
と
絞
り
」で
15
㌫
の

ご
み
を
減
ら
せ
る

　
可
燃
ご
み
の
中
で
一
番
多
い
の

は
生
ご
み
で
、
年
間
２
７
４
３
㌧
。

そ
の
約
60
㌫
、
１
６
４
５
㌧
が
水

分
で
、
ご
み
と
共
に
燃
や
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
台
所
で
生
ご
み
の
水
を
し
っ
か

り
絞
る
だ
け
で
、
ご
み
を
15
㌫（
年

間
１
３
７
１
㌧
、
1
人
当
た
り
１

日
１
２
５
㌘
）減
量
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
の
焼
却
に
か
か
る

燃
料
費
の
削
減
効
果
は
市
全
体
で

年
間
５
５
６
万
円
※
に
な
り
ま
す
。

※�

湿
度
や
ご
み
の
燃
え
や
す
さ
に
よ
っ

て
変
動
し
ま
す

⑤
９
０
５
㌧
の
ご
み
を

　
資
源
に
変
え
ら
れ
る

　
市
内
で
１
年
間
に
出
た
ご
み
の

約
10
㌫
に
当
た
る
９
０
５
㌧
は
、

本
来
な
ら
資
源
と
な
る
紙
類
や
缶

類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
し
た

が
、
分
別
不
足
や
汚
れ
の
た
め
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
洗
う
・
分
け
る
の「
ひ
と
手
間
」�

で
、
ご
み
が
資
源
に
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
す
れ
ば
、
最
終
処
分
場
に
埋

め
立
て
る
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
処
分
場
の
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　　

数
字
で
見
る「
大
野
の
ご
み
」の
今
　（
令
和
６
年
度
数
値
を
基
に
算
出
）

資源ごみ収集量
■…リサイクルできた量
■…リサイクルできなかった量

34㌧
61㌧

60㌧

41㌧
15㌧

92㌧

計75㌧

ペットボトル 缶類 ビン類

計76㌧

計152㌧

リサイクル率
45㌫

リサイクル率
80㌫

リサイクル率
39㌫

正しく分別して、
ごみを資源に
変えましょう！

紙類※

81㌫

ビン類
10㌫

ペットボトル※

７㌫
缶類
２㌫

資源化できなかった
ごみ905㌧の内訳

※�ペットボトルと紙
類は可燃ごみに混
入していた分を含
めて集計
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   【特集】分けて、減らして、未来を守る。

　
朝
早
く
か
ら
各
地
区
を
巡
る
ご
み

収
集
車
。
収
集
作
業
員
の
皆
さ
ん
は
、

各
地
区
の
ご
み
を
回
収
し
、
ま
ち
の

清
潔
な
環
境
を
保
つ
た
め
に
日
々
作

業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
３
社
が
ご
み
回
収
を
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
忠
南
環
境（
株
）

に
協
力
い
た
だ
き
、「
不
燃
・
ビ
ン

類
」の
ご
み
収
集
の
現
場
に
密
着
取

材
し
ま
し
た
。

ミーティング・
健康観察

午前７時40分

出庫
午前７時50分

ま
ち
の
き
れ
い
を
支
え
る
手

ペットボトル
・キャップとラベルを
　外し中をよく洗う

・�汚れが落ちないものやＰＥＴ 
マークがついていないものは「可
燃ごみ」に

缶類
・�中をよく洗う。スプ
レー缶は中身を使い
切って、穴を空ける

・�４㍑を超えるオイル缶や塗料缶、
一斗缶、ガソリン携行缶は「不燃
ごみ」として出す
・ドラム缶は「販売店」に出す

ビン類
・�キャップを外し中を
よく洗う

・�食料品以外のビン（化粧品、薬品、
インク類など）は「不燃ごみ」に
・�ビール瓶や茶色の一升瓶は「販売
店」に出す

資源を無駄にしないための分別ポイント

安全第一で、

まちをきれいに！

忠南環境（株）
岸下浩之さん【左】、山腰晴

はると
翔さん【右】

１日の始まりは作業員自身の安全確認から。当日
の収集ルートや作業員の体調をチェックします

車両点検の後、２人１組で出発

分別されていない
ごみ

異なる分類のごみが混ざっていると、分別に
手間がかかり、収集の遅れにつながります

分別を守ってもら

えると、作業が早

く、安全に進めら

れます。

収集したごみをビュークリーンおくえつへ搬入。収集が終わるまで、
各地区を往復して搬入します

ビュークリーンおくえつへ搬入、再び収集へ
午前10時
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収集開始
午前８時

収集現場からのお願い

ビンと不燃ごみは
袋を分ける
ビンと不燃ごみは、

ビュークリーンおくえつで別
の工程で処理されます。ごみ
ステーションに出すときは
別々の袋に入れてください

危険物を入れる場合は
袋に品名を書く
作業員の安全を守るた

め、危険なごみを出す場合は、丈
夫な袋に入れ、「刃物」「ガラス」な
ど品名を記入してください

正月明けのごみ出しに
ご注意を
正月明けは可燃ごみの量

が多く、収集が遅れる場合があ
ります。収集車が来る前に次の
日のごみを出さないでください。
取り残しやさらなる遅れの原因
になります

日報作成、業務終了
午後４時30分

収集車洗浄
午後３時

各ごみステーションを回りながら、
袋を確認し、積み込みます

　　回収対象外のビン

ビール瓶や茶色の一升瓶が出されてい
ました。回収できないものは警告シール
を貼り、ごみステーションに残します　　バラバラの電池

電池は回収しやすいよう透明の袋に
入れてください
※発火防止のため、使い切ってから
捨ててください（ボタン電池とコ
イン電池はセロテープやビニール
テープで絶縁する）

＼こんなごみは出さないで！／

農機具が入った
肥料袋

・�作業員の安全のため、中身の見えない
袋でごみを出さないでください
・�農機具や農業用品はごみとして出せま
せん。許可業者に依頼してください

車の部品、
会社のヘルメット

自動車部品は販売店に、産業廃棄物は
許可業者に処分を依頼してください

車両を清潔な状態に保ち、翌日の収集に備えます

地域の皆さんの
「ありがとう」の声が
力になります！

◀ビュークリーンおくえつで
　処分できないごみの持ち込み先
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   【特集】分けて、減らして、未来を守る。

※無料

　
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
、
ビ
ュ
ー

ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
で
焼
却
・
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
故
な
く
、
安
全
に
ご
み
が
処

理
さ
れ
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

を
、
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
の

職
員
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ
．
分
別
の
注
意
が
必
要
な
ご
み
は

Ａ
．
特
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
の

は
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
や

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
な
ど
の
小
型

充
電
式
電
池
で
す
。
令
和
６
年

度
は
37
件
の
火
災
が
ご
み
処
理

の
過
程
で
発
生
し
ま
し
た
が
、

そ
の
火
災
の
多
く
が
充
電
式
電

池
の
発
火
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
　
最
近
は
小
型
家
電
に
も
内
蔵

さ
れ
て
い
る
た
め
、
誤
っ
て
不

燃
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
例
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
　
小
型
充
電
式
電
池
は
ご
み
と

し
て
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え

つ
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

処
分
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
従
っ

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ�

．
分
別
の
参
考
に
な
る
資
料
は

あ
り
ま
す
か

Ａ�

．
令
和
６
年
3
月
に「
ご
み
の

出
し
方
早
見
表
」を
改
訂
し
、

全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
品
目

ご
と
に
ご
み
の
分
類
と
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
基
準

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

�　

�　
早
見
表
は
環
境
・
水
循
環
課

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
分
別
に
悩
ん
だ

ら
必
ず

チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ�

．年
末
の
ご
み
の
出
し
方
で
注
意

す
る
こ
と
は

Ａ
．
年
末
の
大
掃
除
の
時
期
は
ご

み
の
持
ち
込
み
が
増
え
、
大
変

混
雑
し
ま
す
。
年
末
に
な
る
前

に
ご
み
を
持
ち
込
む
か
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
日
頃
か
ら
こ

ま
め
に
ご
み
を
出
す
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
ご
み
を
持
ち
込
む
際

は
、
分
類
別
に
車
に
積
み
込
ん

で
お
く
と
、
施
設
で
の
ご
み
搬

出
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　Ｑ
．
市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か

Ａ
．
安
全
で
効
率
的
な
ご
み
の
処

理
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ�

ん
。
こ
れ
か
ら
も
適
切
な
分
別

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の「
そ
の
後
」を
守
る
仕
事

　ビュークリーンおくえつ
　副所長　末永吉則さん

▲�搬入されたごみの中に危険物が混入され
ていないか手作業で仕分けしています

▲早見表はこちら

小型充電式電池の処分フローチャート
小型充電式電池が
含まれる製品例
ハンディファン、電動歯ブラシ、電気カ
ミソリ、ゲーム機・ゲーム機のコント
ローラー、ワイヤ
レスイヤホン、携
帯電話（スマート
フォン含む）※など

詳しくはこちら▶

電池が膨らんでいるか

電池が本体からとりだせるか

ＪＢＲＣ会員製品か

ビュークリーンおくえつの事務所内
ＪＢＲＣ回収ボックスへ

有限会社木村商店
☎65・3841

忠南環境株式会社
☎66・7788

有限会社木村商店
☎65・3841

忠南環境株式会社
☎66・7788

リネットジャパン
販売店

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

※家電本体は不燃ごみへ

※無料

※条件により
　無料

 ※有料

 ※有料
※携帯電話は市役所でも回収しています。

電池を使い切りデータを消去してから、
環境・水循環課（市役所１階⑪番窓口）に
設置してある回収箱に入れてください
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　　　【特集】分けて、減らして、未来を守る。

　まだ使えるモノを「ごみ」として捨てていませんか。売ったり、譲ったり
して再び誰かに使ってもらうリユース（再使用）は、ごみの減量につながる
だけでなく、処分費用や搬出の手間を減らすことにもつながります。

ごみの処分に関するお役立ち
4 4 4 4

情報
＼年末の大掃除の前にチェック／

　その不用品、リユースできるかも？

●譲るなら「ジモティー」
　地域内でモノを譲り合いできる掲示
板サイトです。個人間取引のため、買
い取り店では値段が付かないモノや運
搬に困るモノも取引できます。

●売却なら「おいくら」
　複数のショップの買い取り価格を
比較し、手間なく売却ができるサー
ビスです。

▲詳しくはこちら
▲詳しくはこちら

使用済みインクカートリッジを回収しています
　年賀状作成などで使用済みとなったインクカートリッジがあれば、市の施設
に設置してある回収箱に入れてください。
回�収場所　市役所市民ホール、結とぴあロビー、和泉地域交流
センター、各公民館、図書館 
回�収対象　プリンターメーカー４社(ｂｒｏｔｈｅｒ、Ｃａｎｏｎ、
ＥＰＳＯＮ、日本ＨＰ)が製造・販売する純正の家庭用インク
カートリッジ

▲詳しくはこちら

　ごみの分別、迷ったら「大野市公式LINE」に聞いてください
　「このごみ、どう出せばいいの？」そんなときは、
市の公式ＬＩＮＥが便利です。
　トーク画面でごみの名前を入力すると、分別
方法やごみの出し方が自動返答されます。調べ
る手間がぐっと減り、迷ったときもすぐ解決。�
　まだ利用したことがない人は、
ぜひこの機会に市公式ＬＩＮＥに
登録して利用してください。　

▲詳しくはこちら

ＬＩＮＥトーク画面の自動返答例
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雪
へ
の
備
え
、
万
全
で
す
か
？

　
冬
の
大
野
に
と
っ
て
、
雪
と
共
に
暮
ら
す
知
恵
と
助
け
合
い
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
安
全
に
冬
を
過
ご
す
た
め
、
除
雪
や
雪
下
ろ
し
の
ル
ー
ル

を
確
認
し
、
地
域
で
協
力
し
な
が
ら
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　　
道
路
除
雪
に

道
路
除
雪
に

　
ご
協
力
を

　
ご
協
力
を

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
、
除

雪
の
効
率
化
と
事
故
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
路
上
駐
車
や
公
共
施
設
の
駐
車

場
で
の
夜
間
の
駐
車
は
し
な
い

・
家
の
前
の
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い

・
屋
根
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
、
道
路

に
出
た
雪
は
す
ぐ
に
片
付
け
る

・�

道
路
に
は
み
出
し
た
枝
木
は
、

降
雪
前
に
剪せ

ん
て
い定
す
る

※
除
雪
は
交
通
渋
滞
を
避
け
る
た

め
、
夜
間
や
早
朝
に
行
い
ま

す
。
騒
音
が
伴
い
ま
す
が
、
ご

理
解
く
だ
さ
い

※
田
畑
や
空
き
地
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
雪
の
一
時
的
な
堆
積

所
と
し
て
の
利
用
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　　
流
雪
溝
の
利
用
は

流
雪
溝
の
利
用
は

　
適
切
に

　
適
切
に

　
雪
を
大
量
に
流
す
と
、
下
流
で

水
が
あ
ふ
れ
、
浸
水
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

・
除
雪
の
あ
る
日
や
土
日
は
各
家

庭
の
雪
か
き
が
集
中
す
る
た

め
、
同
じ
流
雪
溝
を
使
う
地
区

で
は
、
区
内
で
時
間
を
調
整
し

て
作
業
す
る

・
雪
は
細
か
く
砕
き
、
少
し
ず
つ
流

す（
機
械
で
大
量
に
入
れ
な
い
）

・
水
量
が
少
な
い
と
き
は
、
無
理

に
雪
を
入
れ
な
い

・
流
雪
溝
の
ふ
た
を
開
け
て
作
業

す
る
場
合
は
、
赤
布
な
ど
で
目

印
を
付
け
、
作
業
後
は
必
ず
閉

め
る（
通
行
の
危
険
や
除
雪
機

の
破
損
を
防
ぐ
た
め
）

　
雪
捨
て
場
は
３
カ
所

　
雪
捨
て
場
は
３
カ
所

　

屋
根
雪
や
除
雪
で
出
た
雪
は
、

次
の
雪
捨
て
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
利
用
時
間
は
午
前
８
時
～

午
後
８
時
ご
ろ
で
す
。

〇
小
型
車
：
亀
山
橋
付
近（
赤
根

川
沿
い
）

〇
大
型
車
：
富
田
大
橋
下
流
、
君

ケ
代
橋
上
流

問　
建
設
整
備
課 （
☎
64
・
４
８
１
２
）

※�

市
道
の
除
雪
業
務
に
関
す
る
こ
と

は
防
雪
基
地
で
は
な
く
建
設
整
備

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

大野高校

開成中

結とぴあ

市役所

亀山駐車場

排雪車両が多いときは
待機場所とします

中野

新町

亀山亀山橋

六間通り

R158

R158

R158

至福井

下庄小

三
番
通
り

赤
根
川

雪
捨
て
場

吉

井ノ口

真名川
憩いの島

堂本

中保

富田大橋

君ケ代
橋

R158

R157

浄化センター

JA
カントリー

真
名
川

雪捨て場

雪捨て場進
行
方
向

大型車（４㌧以上）の雪捨て場 小型車（４㌧未満）の雪捨て場
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降
雪
時
の
外
出
は

降
雪
時
の
外
出
は

　
慎
重
に

　
慎
重
に

　

大
雪
時
は
不
要
不
急
の
外
出

は
控
え
、
除
雪
に
伴
う
交
通
規
制

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
出
掛
け
る

際
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
で
の
落

雪
に
注
意
す
る

・�

公
共
交
通
機
関
を
積
極
的
に

利
用
す
る

・
チ
ェ
ー
ン
や
ス
コ
ッ
プ
、
牽け

ん
い
ん引

ロ
ー
プ
を
車
に
常
備
す
る

・�

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
み
ち
情
報

ネ
ッ
ト
ふ
く
い
」や「
Ａ
Ｉ
音
声

対
話
サ
ー
ビ
ス（
☎
０
５
０
・

　

１
８
０
７
・
６
４
３
１
）」な
ど

で
道
路
情
報
を
確
認
す
る

問　
県
道
路
保
全
課

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
４
７
７
） 　　

水
道
管
の
凍
結
に

水
道
管
の
凍
結
に

　
注
意
を

　
注
意
を

　
水
道
管
が
凍
る
と
、
破
裂
や
漏

水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

〇
予
防
策

・�

む
き
出
し
の
管
を
保
温
材
や

毛
布
で
覆
う

・�

不
凍
水
栓
の
あ
る
住
宅
は
、
水

抜
き
を
行
う

〇
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・�

凍
結
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か

け
て
溶
か
す（
熱
湯
は
厳
禁
）

〇
破
裂
し
た
場
合

・�

止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、

市
指
定
の
給
水
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
す
る

◆�

水
道
メ
ー
タ
ー
周
囲
の
除
雪

も
忘
れ
ず
に

　

検
針
や
緊
急
時
の
止
水
作
業

の
た
め
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
除
雪

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　
上
下
水
道
課

　
（
☎
65
・
７
６
７
０
）

　　
雪
下
ろ
し
作
業
者
を

雪
下
ろ
し
作
業
者
を

　
紹
介
し
ま
す

　
紹
介
し
ま
す

　

自
力
で
の
雪
下
ろ
し
が
難
し

い
世
帯
に
は
、
登
録
作
業
者
を
紹

介
し
ま
す（
紹
介
無
料
。
作
業
は

有
料
）。

　

名
簿
は
12
月
上
旬
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
で

す
。
利
用
希
望
者
は
防
災
防
犯
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
必

ず
事
前
に
当
事
者
同
士
で
作

業
内
容
や
料
金
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い

　

登
録
を
希
望
す
る
人
も
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
大
雪
時
は

作
業
者
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
協

力
で
き
る
人
は
ぜ
ひ
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

〇
作
業
中
の
事
故
防
止

・
作
業
は
２
人
以
上
で
行
う

・
は
し
ご
を
固
定
し
、
携
帯
電
話

を
携
行
す
る

・
作
業
開
始
直
後
や
疲
れ
た
と

き
は
特
に
注
意
す
る

問　
防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

　

�

電
子
メ
ー
ル
：bosai@

city.
fukui-ono.lg.jp

　　
空
き
家
の
管
理
を

空
き
家
の
管
理
を

　
忘
れ
ず
に

　
忘
れ
ず
に

　

空
き
家
の
屋
根
雪
を
放
置
す

る
と
、
落
雪
や
倒
壊
に
よ
り
、
近

隣
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

所
有
者
や
管
理
者
は
責
任
を

持
っ
て
、
雪
下
ろ
し
や
除
排
雪
な

ど
適
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

　　
非
常
時
へ
の
備
え
も

非
常
時
へ
の
備
え
も

　
忘
れ
ず
に

　
忘
れ
ず
に

　

冬
に
地
震
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
避
難
先
で
も
寒
さ

を
し
の
ぐ
準
備
が
必
要
で
す
。

　
防
寒
着
や
毛
布
、
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
な
ど
を
非
常
持
出
品
に
加

え
、
冬
の
防
災
対
策
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

問　
防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

 

▲みち情報
　ネットふくい

▲詳しくは
　こちら

▲事業者一覧

タオルをかぶせぬるま湯を
ゆっくりとかける

保温材や毛布で覆う
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表
彰
を
受
け
た
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
順
不
同
）

●
自
治
振
興

・
堀
田
昭
一
さ
ん（
野
中
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
余

・
葊
田
憲か
ず
の
り徳
さ
ん（
上
野
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
余

・
髙
田
育や
す
ま
さ昌
さ
ん（
泉
町
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
余

・
野
村
勝
人
さ
ん（
桜
塚
町
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
余

・
山
崎
利
昭
さ
ん（
国
時
町
）

　
市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
余

●
社
会
事
業

・
朝
日
正
幸
さ
ん（
美
川
町
）

　
保
護
司
と
し
て
22
年
余

●
産
業
振
興

・
佐
中
政
人
さ
ん（
篠
座
）

　
農
家
組
合
長
会
会
長
と
し
て
17
年

●
教
育
文
化

・
藤
兼
量
さ
ん（
明
倫
町
）

　
私
立
幼
稚
園
園
長
と
し
て
21
年
余

・
石
藏
信
博
さ
ん（
富
嶋
）

　

�

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

会
長
と
し
て
20
年
余

●
消
防

・
加
藤
啓
一
さ
ん（
伏
石
）

　
消
防
団
員
と
し
て
30
年
余

・
川
崎
浩
嗣
さ
ん（
木
本
）

　
消
防
団
員
と
し
て
30
年
余

・
南
部
知
美
さ
ん（
本
町
）

　
消
防
団
員
と
し
て
30
年
余

・
片
倉
康
浩
さ
ん（
木
本
）

　
消
防
団
員
と
し
て
30
年
余

●
市
長
特
別
表
彰「
輝
き
大
賞
」

・
山
本
快
さ
ん（
木
本
出
身
）

　
福
井
工
業
大
学
附
属
福
井
高
等

学
校
時
春
の
高
校
バ
レ
ー
準

優
勝
、
３
年
次
に
は
主
将
を

務
め
、
春
の
高
校
バ
レ
ー
ベ
ス

ト
８
の
成
績
を
残
し
た
。
筑
波

大
学
進
学
後
、
大
学
リ
ー
グ
で

活
躍
し
、
令
和
７
年
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
日
本
代
表
候
補
に
選

出
、
男
子
Ｕ
21
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
、
市
民
に
希
望
と
活

力
を
与
え
た

・
奥
村
仁
志
さ
ん（
朝
日
出
身
）

　
和
泉
中
学
校
時
代
に
始
め
た
陸

上
砲
丸
投
競
技
で
、
全
国
中
学

校
体
育
大
会
で
優
勝
、
国
士
館

大
学
時
日
本
イ
ン
カ
レ
で
優

勝
、
令
和
６
年
８
月
に
砲
丸
投

日
本
新
記
録
を
樹
立
し
、
市
民

に
希
望
と
活
力
を
与
え
た

問　
総
務
課 （
☎
64・
４
８
２
０
）

功績をたたえ功績をたたえ

　11月３日、結とぴあで令和７年度市政功労者と市長特別表彰の表彰式を行いました。
本市のさまざまな活動に関わり、市政の発展に貢献した13人と市長特別表彰「輝き大賞」
に選ばれた２人を表彰しました。

市政功労者・輝き大賞受賞者を表彰市政功労者・輝き大賞受賞者を表彰
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受章・受賞おめでとうございます
各分野で活躍された団体や個人が、その功績を認められ表彰されましたので、紹介します。
問　総務課 （☎64・4820）

  

秋
の
叙
勲
　
瑞ず
い
ほ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

宝
小
綬
章

脇
本
正
則
さ
ん（
小
矢
戸
）

　

昭
和
49
年
に
検
察
事
務
官
、
平
成
３
年
に

副
検
事
と
な
り
、
退
官
ま
で
四
半
世
紀
に
わ
た

り
県
内
外
で
幅
広
い
事
件
の
捜
査
や
公
判
を

担
当
さ
れ
、
事
実
解
明
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

秋
の
叙
勲
　
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

齊
藤
厚
さ
ん（
北
御
門
）

　
県
相
撲
連
盟
常
任
理
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
25
年
ま
で
は
理
事
長
、
現
在
は
副
会
長

を
務
め
、
平
成
30
年
の
福
井
国
体
で
は
審
判

長
と
し
て
大
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  

秋
の
叙
勲
　
旭
日
単
光
章

南
部
隆
保
さ
ん（
春
日
一
丁
目
）

　

県
酒
造
組
合
会
長
や
県
教
育
委
員
会
委

員
、
大
野
商
工
会
議
所
副
会
頭
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、
企
業
の
経
営
改
善
の
支
援
や
イ
ベ
ン

ト
の
創
出
、教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  

交
通
安
全
功
労
者
交
通
対
策
本
部
長

（
内
閣
府
特
命
担
当  

大
臣
）表
彰

加
藤
之い
く
え
い英
さ
ん（
牛
ケ
原
）

　

昭
和
58
年
３
月
に
市
交
通
指
導
員
と
な

り
、
平
成
30
年
か
ら
は
市
交
通
指
導
員
会
副

会
長
を
務
め
、
小
中
学
生
の
登
校
時
の
見
守

り
活
動
を
は
じ
め
、
薄
暮
時
の
街
頭
指
導
な

ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

安
川
昭
夫
さ
ん（
陽
明
町
四
丁
目
）

　

平
成
20
年
か
ら
現
在
ま
で
陽
明
町
四
丁
目

区
長
と
し
て
、
ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
は
市

区
長
連
合
会
会
長
と
し
て
、
地
域
の
住
民
自

治
組
織
の
発
展
に
努
め
ら
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

林
幹
雄
さ
ん（
清
和
町
）

　

平
成
23
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
下
打
波
区

長
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
令

和
４
年
４
月
ま
で
県
自
治
会
連
合
会
の
代
議

員
と
し
て
地
域
の
住
民
自
治
組
織
の
発
展
に

努
め
ら
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

  

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

  

防
犯
栄
誉
銅
章

森
康こ
う
や哉

さ
ん（
金
山
）

　

昭
和
63
年
に
市
防
犯
隊
に
入
隊
し
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
は
副
隊
長
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
犯
罪
の
防

止
に
多
大
な
功
労
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　10月19日、市内の地域資源を生かした新たなビジ
ネスの創出を目的とする「結のビジネスプランコンテ
スト2025」の最終審査会を結とぴあで開催し、一次
審査を通過した個人・団体が発表を行いました。
　審査結果は次のとおりです。

【最優秀賞】
　鈴木遥介さん（福井大学カーボンニュートラル推進
本部）
　提案内容：ゆきむろシートを用いた雪室活用プラン
【優秀賞】
　平鍋克彦さん（大野飲食業組合）
　提案内容：里芋を活用した商品開発プラン

●審査会の動画を公開中
　最終審査会の発表内容や昨年度の最優
秀賞受賞者・村上雄哉さん（㈱ｓａーｍｏ）
進捗発表などの動画を市ホームページで
公開しています。
問　産業政策課 （☎64・4816）

　青少年健全育成図画ポスターコンクールに、本市と
勝山市の小中学校から365点の応募がありました。
　本市から応募のあった作品の中から金賞５点、銀賞
14点、銅賞18点が選ばれました。
　金賞、銀賞を受賞した人は次のとおりです。

【金賞】
北島はなさん(有終東小２年)　松本結花さん(下庄小３年)
河西莉乃さん(下庄小４年)　　臼井莉那さん(下庄小５年)
伊藤璃美さん(開成中２年)

【銀賞】
内田実伶さん(有終西小１年)　齊藤結

ゆ ら
桜さん(上庄小１年)

伊藤百
も も か

奏さん(富田小２年)　　養老紗
さ わ

羽さん(有終西小２年)
渡邉真帆さん(有終東小３年)　天池柑奈さん(有終東小４年)
天池駿弥さん(有終東小５年)　松松田唯花さん(富田小６年)
細沢茉

ま お
央さん(下庄小６年)　　清水心

み ゆ
優さん(陽明中１年)

髙岡杏
も も は

羽さん(陽明中１年)　　大藤夏海さん(開成中２年)
田中大地さん(開成中２年)　　伏原心

こ こ な
絆さん(陽明中２年)

問　奥越青少年愛護センター （☎66・6690）

ビジコン2025
最終審査会を開催しました

青少年健全育成啓発用図画ポスター
コンクール入賞者発表

▲動画はこちら
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ト

パ
ブ
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コ
メ
ン
ト

あ
な
た
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

次
の
計
画
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

◆◆
計
画
案
の
閲
覧
場
所

　

�

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
、
結
と
ぴ
あ
、
和

泉
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、

図
書
館

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

◆◆
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

・�

市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
が
あ
る
人
や

法
人
、
団
体

・�

市
内
の
事
務
所
や
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・�

市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人
や
法
人
、
団
体

・
本
案
件
に
利
害
関
係
が
あ
る
人
や
法
人
、

　
団
体

◆◆
意
見
の
提
出
方
法

　

�

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
市
外
在
住
の

場
合
は
勤
務
先
か
学
校
名
を
記
載
し
、

閲
覧
場
所
へ
直
接
持
参
か
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

※�

窓
口
や
電
話
な
ど
口
頭
に
よ
る
提
出
は

不
可

◆◆
募
集
締
切　

�

12
月
12
日
金

　
市
の
計
画
や
方
針
な
ど
を
策
定
す
る
と

き
に
、
そ
の
原
案
を
事
前
に
公
表
し
て
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
、
そ
の
内
容
を
踏

ま
え
て
市
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

計画案名と概要 問い合わせ先

第五次大野市地域福祉計画（案）
　地域福祉を進めるための基本的な考え方をまとめた計画です。行政と
市民、福祉事業者、関係機関が協力して課題解決に取り組むための指針
となります。
　自殺対策基本法第13条第２項に基づく自殺対策、成年後見制度の利
用の促進に関する法律第14条第１項に基づく成年後見制度利用促進に
関する施策についても包含して示しています。

福祉課
　☎64・5142　
　FAX66・0294
　�〒912-8666（住所は書か
なくても届く）
　電子メール
　�fukusi@city.fukui-ono.
lg.jp

第三期大野市環境基本計画（案）
　環境施策の基本方針を定めた計画です。自然と共に生きる社会の実
現、脱炭素や資源循環の推進、快適な生活環境の保全を目指します。
　今回の中間見直しでは、第六次大野市総合計画との整合や国の方針を
踏まえ、より実効性の高い計画とします。

環境・水循環課
　☎64・4828
　FAX66・1118
　�〒912-8666（住所は書か
なくても届く）
　電子メール
　�kankyo@city.fukui-ono.
lg.jp

大野市水循環基本計画（案）
　水循環基本法の理念に基づき、水の恵みを守り生かすための基本的
な方針を定めた計画です。地下水をはじめとする水資源を将来にわたっ
て保全し、行政・事業者・市民が連携して健全な水循環を支えることを
目的としています。
　今回の中間見直しでは、第六次大野市総合計画との整合や国の方針を
踏まえ、より実効性の高い計画とします。

大野市公共施設等総合管理計画 ～大野市公共施設再編計画編～�
（改訂案）
　公共施設の適正配置を進めるための行動計画です。施設の適正配置を
推進し、施設保有量の縮減を図り、安定した市民サービスの提供と健全
な財政運営を行っていくことを目的としています。
　今回の改訂では、建物の老朽化状況や利用実態などを踏まえ、各施設
の必要性や今後の方向性を再検討し、公共施設の最適化をさらに進める
ための計画とします。

公共施設再編推進室
　☎64・4845
　FAX 65・8371
　�〒912－8666（住所は書か
なくても届く）
　電子メール
　�zaisei@city.fukui-ono.
lg.jp

▲詳しくは
　こちら
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年
末
年
始
の
市
の
仕
事

年
末
年
始
の
市
の
仕
事
　
12
月
27
日
土
か
ら
１
月
４
日
日
ま

で
は
、
市
の
一
般
業
務
は
休
み
と
な

り
ま
す
。

区　分 12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 １/１ １/２ １/３ １/４
土 日 月 火 水 木 金 土 日

市民生活・統計課
窓口

（☎64・4810）

㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡
・�コンビニでの住民票などの交付は27日土までとなり、28日日～１月４日日は交付が
できません
・�住民票と税証明書は26日金の午後５時15分までに電話で予約すれば、休みの間に時
間外窓口で受け取ることができます。受取時間は午前８時30分～午後８時です
・出生や婚姻、死亡など戸籍の届け出は、休みの間も時間外窓口で受け付けます

ごみ収集
（環境・水循環課
☎64・4828）

㊡ ㊡ 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡
ビュークリーンおくえつへのごみの持ち込みも30日火までです

し尿くみ取り
（上下水道課
☎65・7670）

㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡
和泉地区のくみ取りは、12月10日水と１月14日水です。希望する人は和泉地域交流
センター（☎78・2111）へ連絡してください

休日急患診療所
（☎65・8999）

午後１時～
５時

午後６時～
９時

内科・外科

午前９時～
正午、

午後１時～
９時

内科・外科・
小児科

㊡ ㊡ 午前９時～正午、午後１時～９時
内科・外科・小児科

診療日は午後８時30分までに来所してください

図書館
（☎65・5500）

平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡
12月10日水～２月28日土は、図書の貸し出し期間を３週間に延長します。ただし、
新着図書や予約が入っている図書は２週間です

冬の火災予防のお願い

■暖房器具
・ストーブの上で洗濯物を干したり、近くに燃えやす
い物を置いたりしない
・寝る時や外出時は必ず消火する
・消火してから給油し、給油中はそばを離れない
・カートリッジタンクはふたを確実に閉め、油漏れが
ないか確認する
・スプレー缶やカセットボンベを近くに置かない

■ホームタンク
・ホームタンクからの給油中は、その場を離れない
・給油後はバルブをしっかり閉める
・除雪や雪下ろしで、ホームタンクを破損しないよう
注意する

■ＬＰガス設備
・ガスの配管やメーターなどの周辺は、設備を傷つけ

ないよう注意して、ガス漏れの際にすぐに対応でき
るように、小まめに除雪する
・屋外にある給湯器などの燃焼器具は、吸気口や排気
筒周辺も除雪する
・除雪や雪下ろしで、ＬＰガス設備に衝撃を与えない
よう注意する
・屋根からの落雪があったときは、ガス設備の確認を
行うなどしてガス漏れの確認をする

■避難口の確保
・雪囲いや積雪があるときでも避難できるよう、避難
口を二つ以上確保する

■消火栓などの管理
・除雪や雪下ろしで、消火栓や防火水槽などの採水口
をふさがないようにする
問　消防署予防課 （☎64・4899）

　寒さの厳しい季節になり、石油ストーブや電気ストーブなどの暖房器具を
使う機会が増えます。次のことに注意して、火災を未然に防ぎましょう。
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会計名 予算額 収入済額と収入率 支出済額と支出率
国民健康保険 30億1076万円 11億6805万円（38.8㌫） 10億8761万円（36.1㌫）

和泉診療所 7369万円 3703万円（50.3㌫） 3253万円（44.1㌫）

後期高齢者医療 ５億9670万円 ２億1432万円（35.9㌫） １億4796万円（24.8㌫）

介護保険 42億8964万円 16億5514万円（38.6㌫） 16億9616万円（39.5㌫）

会計名 収入予算額 収入済額と収入率 支出予算額 支出済額と支出率

水道事業 １億9375万円 4082万円（21.1㌫） ４億43万円 8207万円（20.5㌫）

簡易水道事業 ２億4581万円 1445万円（5.9㌫） ２億4806万円 5500万円（22.2㌫）

下水道事業 23億7199万円 ５億2444万円（22.1㌫） 28億2334万円 ７億1732万円（25.4㌫）

特別会計　特定の事業を行うため、一般会計と区別し設けられている会計です。　

企業会計　民間企業のように、複式簿記で事業の経営や資産状況を管理する会計です。

一般会計　
歳出　 歳入　
予算現額：210億6312万円
支出済額：81億8514万円（38.9㌫）

予算現額：210億6312万円
支出済額：93億3758万円（44.3㌫）

科目と予算額 収入済額と収入率
市税
38億8723万円

61.6㌫
23億9292万円

地方交付税
61億円

66.9㌫
40億8100万円

分担金および負担金
1104万円

33.5㌫
370万円

使用料および手数料
１億8979万円

38.8㌫
7365万円

国庫支出金
31億6062万円

22.4㌫
７億813万円

県支出金
20億1908万円

13.3㌫
２億6945万円

繰入金
14億7910万円

０㌫
０円

繰越金
１億4775万円

613.3㌫
９億613万円

市債
19億8200万円

０㌫
０円

その他
20億8651万円

43.3㌫
９億260万円

科目と予算額 支出済額と支出率
議会費
１億8268万円

51.3㌫
9376万円

総務費
28億8043万円

34.0㌫
９億7858万円

民生費
58億4777万円

38.3㌫
22億3965万円

衛生費
25億5898万円

27.2㌫
６億9577万円

労働費
１億2732万円

74.4㌫
9468万円

農林水産業費
15億909万円

34.8㌫
５億2576万円

商工費
12億2421万円

54.6㌫
６億6796万円

土木費
17億2917万円

45.0㌫
７億7758万円

消防費
６億2201万円

42.0㌫
２億6095万円

教育費
30億2743万円

38.9㌫
11億7698万円

災害復旧費
150万円

０㌫
０円

公債費
13億3863万円

50.3㌫
６億7347万円

予備費
1390万円

０㌫
０円

令
和
７
年
度
上
半
期　

市
の
財
政
状
況

　

市
で
は
、
毎
年
、
予
算
の
執
行
状
況
や
決
算
を
公
表
し
、
皆
さ

ん
が
納
め
た
税
金
の
使
い
道
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
令
和
７
年
９
月
末
現
在
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　
財
政
経
営
課 （
☎
64
・
４
８
２
３
）
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地域の身近な相談相手
民生委員・児童委員を一斉改選しました

民生委員・児童委員（敬称略）
担当行政区 氏名

太田、大矢戸、小矢戸、
西大月、東大月 髙尾一郎

中津川 東方容子
南新在家、横枕 寺島園子
堂本、友江、若里 豊田稔
中挾一丁目、中挾二丁目 乾川恵理子
中挾三丁目 綿矢泰巳子
中保、菖蒲池 上田奈美子
中荒井町一丁目 小林進
新町、城北町 近藤敏朗
中荒井町二丁目 田中眞次
陽明町一丁目１・２区 砂田博子
陽明町二丁目 宮澤喜美子
陽明町三丁目、陽明町
四丁目 阿部靜枝

■下庄地区

■乾側地区
担当行政区 氏名

大門 中村啓子
尾永見、坂戸 藤原文江
犬山、花山 杉森美加
下丁、中丁、上丁 飯田明美

■小山地区
担当行政区 氏名

下舌、下舌下１区、千歳 桑盛善一
上舌、阿難祖地頭方、
阿難祖領家 横井久紀
上黒谷、下黒谷、上荒
井、深井、飯降 吉田雅幸
鍬掛、右近次郎、南春
日野 五十嵐一裕

■富田地区
担当行政区 氏名

木落、蕨生（城地出、中出） 山腰里美
蕨生（上唯野、中休） 上村美津代
塚原、新塚原 桑山広行
下唯野、七板 中兼正広
土打、富塚 大廣喜与美
上野 土田とも子
富嶋、新田 森岡優子
森目、新河原、土布子 山本和人
下麻生嶋、川上 両

りょうざか
坂浩正

田野、井ノ口 小林範子

担当行政区 氏名
南六呂師 長谷部祐

ゆうえん
圓

橋爪、蓑道 丸葉勝彦
落合、堂嶋、金山、小黒見 川端隆栄
柿ケ嶋、八町、森本 米澤せつ子
松丸、萩ケ野、石谷 多田和明
花房、不動堂 中村諭
伏石、大月、御領 長谷川俊

としゆき

基

■阪谷地区

■五箇地区
担当行政区 氏名

上打波、西勝原 乾雅之

担当行政区 氏名
春日一丁目中区、春日
一丁目下区 山田智子
春日一丁目上区、春日
二丁目西区 奥島順子
春日二丁目東区 宮本信治
国時町 水上敏博
春日三丁目上区、若杉町 奥島美智代
春日三丁目中区、春日
三丁目下区 小林洋一
上篠座１・２区、西里 前田典子
高砂町１区、天神町 安川千美子
高砂町２区、糸魚町 小川瑞枝
高砂町３・４・５区 分野啓子
春日野 久保範晃
篠座町 森永恭子
弥生町１・２区、幸町 神谷憲一
有明町 佐野富美代
月美町 石橋真由美
美川町１・２区 前田亜希子
清和町、美里町 城地晴美
吉野町 北川正幸
日吉町１・２区 山本恭子
日吉町３・４・５・６区 井尾のり子
明倫町1・2区、元町1区 山﨑明美
明倫町３・４・５区 泉みゆき
泉町１・３区 鉱崎昭

しょうじ
治

泉町２区、城町１区 林正則
城町２・３区 大暮正美
清瀧 三輪欣也
水落町１・２区 遠藤和士
本町１上区・下区、本
町２上区・下区、要町 古川典子
本町５区、錦町１・２・
３区 玉木裕子
元町２・３・４区、本町
３上・下区、本町４区 前川敏昭
元町５・６区、大和町
１・２・３区 澤邊真智子
新庄 毎川晴美

■大野地区

■下庄地区
担当行政区 氏名

上中野（１～５部） 松間文孝
上中野（６～７部） 鈴木徳義
下中野 谷口誠一
東中野 太田眞理子
西市、庄林、矢、北大野 清水進治

■和泉地区
担当行政区 氏名

角野、板倉、朝日 宮下隆
川合、貝皿、ぶなの木
台、後野、前坂 三嶋利昭

下大納、上大納 𠮷岡惠子
下山 谷喜美江

担当地区 氏名
大野地区 内田至

よしやす
保

大野地区 兼井住子
下庄地区 太田温子
乾側地区 坂本智子
小山地区 南居光枝
上庄地区 羽生三千代
富田地区・五箇地区 歸山仁美
阪谷地区 伴紀

のりこ
好

和泉地区 表茂美

主任児童委員（敬称略）

■上庄地区

　任期満了に伴い、民生委員・児童委員と主任児童委員を一斉改選しました。任期は12月１日月から３年間です。�
　民生委員・児童委員は、地域で福祉的援助を必要とする人の相談に応じ助言を行うほか、関係機関へつなぐ役割
を担います。主任児童委員は、子どもや子育てに関する支援を行います。
　各委員には守秘義務があり、相談内容の秘密は守られます。困り事や心配事など、気軽に相談してください。
問　福祉課 （☎64・5142）　※各委員の連絡先は福祉課に問い合わせてください

担当行政区 氏名
宝慶寺、大西出、中西出 宇野佐知子
中村町、荒子町、木本
領家 濱亨子

森山、西山 門前志津惠
平沢、今井 山本富士子
上五条方、下五条方、
佐開 山口眞由美

稲郷、上据、野中 小林郁代
東山、御給、友兼、開発 広瀬敏一
森政領家、医王寺、森
政地頭、北御門 羽

はにう
生明美

下郷、猪島、中据、榎 田中真智子
西据、下据、吉 澤田範子
東中 木下貞枝
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